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方に問題があるのでbに示'したものは脈動を混じた遠地型。地震であったが，一応同じ相をとった

と思ぼれるものは巾 '~1.1 .粍の聞に分布しLてゐる。との 1について四回 Z について iP.， ePとり

まぜて四国測ってJslいた結果を前の闘で示したのだが eP-の bの場合はあま D散らばるので、四拾五

入して桁を一つあげたグラフを示した，黒黒占が生の読取{註である o 叉縦軸ば人数である。

さて通常は f==60x/lで秒の{直をHiナから 1，xの誤差 d.l，d.xは 1;:::30としてムt== 26x+td.l 

/30となっできいてくるo 例へは、 iPの場合だと 0:-3""-'0.6秒，eP では 0.9~L2~著しい場合では

6'"'-'7秒もちがってくるととにたる o だから種々危機械的訣差吃比べて諒取には非常に大きな設が

入ってくる。議取が慎重ならねばらぬ大きな理r11である。

fi 5 結び以上を綜合して考へるに夫々起D得る誤差を総印すれば iPについて 1秒訪後，

P について 2乃至7秒とたにりとれが談差。限界と一路考えられる。器械的誤差中最大と考へられ

るドラムの歪及び、ギヤの不罪?によるものが0.3秒程皮であるのに読取の訣差は非常に大きな割合を

占めてしまう o 誤取さえ慎重に手やれば、十分とゆかずともかなりの精度が出る筈で、あるし現在の測器

で菟れ符・ない~}jについては極々研究がなされてゐるからお，1皮が秒の十分位百分イ立に分ぶのも遠い未

来ではなからう。
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まえがき.

地震計刻時用電磁石は普通 200，......，300mAの電流。強きで使はれて居る。筆者の知る限りで、は，

中には初め 150.-..-]80mA位で動作L-;qとものが，種々の都合で電流を強くしなければ動作しなくな

JJ ，甚だしきは数百 mA-の電流と伝って居るものすらある。との失第を考察して見るのに電源，

残留磁気j鼓銭片を戻ナカ等}(闘腕ずる様である。

電源:地震計用電磁石D設計には電源に考慮が綿ばれて居ないのか乾電池を使人と 1fl司では不足2

個く3V)では多ぎ過るとか" 2 佃:でも僅に不足等の質~Iえとなり，蓄電池 (6V) の場合も地震計 2

台直列で明過ぎるが3台では僅に不足当;はり易いoJ版協合抵抗器を直列陀入れて趨都電

流にしないと過剰な電流となり，此の佳で長期間使ふと格?とは規定の働作電流では、働作したにくたる

ものが多い。

残留磁気:規定の電流で使ふ限D最初からは殆ど現ばれたいものであるが，一度異常訟電流を活

J 

発中央気象台地震謀
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ず去が長u寺間過剰気味。電流を泊じて居ると忽ち表商化し‘て了ふ。之は銭接及び動鱗片の素材が遁

切でない震であるが，紙とか雲母片乃至アルミコユームとか良織の薄い板を動銭片に附加させる，

或生磁極?と員総刀ノj、凸起を植えて防ぐめが普通である。此の結果磁極と動銭片の間際が士宮ナので電

磁石ο力を相!怠に増さねばならず，電流を増ナととになる。注意したいと残留磁気及び電流の値が

巡廻して極端なものに遼ずる漢がある。蛇足であるが良策としてはb インピーダンスの関係を考慮

して(ラヂオ月3電源境座器:oí底堅{f[~ とかスラ手ダツク等を用ふ)交流電気を異常電流程度に勤銭片

を附けて電磁石へ流し，(流して居る時間は問題で、たい)直列に入れた可鑓抵抗器で極く僅かづっ電

流を逓減して電気を断っと肱在の残留磁気ほ治失するから，と Lで規定。y[涜にずるととが考ヘら

れる。との場合オート・トランス類、で、は電磁石刀電線を大地Jて封し完全に絶縁して置くととが肝要 J

J である。

動銭片を戻すカ:動銭片本来δ勤きが極度に滑らかなj伏態での必要な範園に止め，不自然な摩擦

とか残留磁気にまJ抗しての民ナカごナると電流:t異常に強く要し而も働作は不硲貨となる庭が多

い。殊ぎ残留磁気の:町抗策に JHひると前主主のJ~策の結果として増した値よ D 飴程大きな電流とな

る。

主主で電ofE7)~旦さに就いて検討ナる o 常識上営然、電流は弱いのに越したととほないが，終済的な商，

火花，接射の治問，残留磁翁，機電器D都合等に就いて具鐙l刊にナれば;

約済的な面:電気の消費量だけに旬訪れると}刻:r寺は毎分 1 秒間毎~rf寺 5 秒、;百!として 1 日に大約 0.5

11寺問.，電流の強きが各電路合計 lA とし二C1 日り泊費量 0.5A~ I-:L 1ナ月 15A.H.となる{イン

グクダンス電路なので rushcurren七はJt[~ ら刷、)。電源ば乾電池を用~る場合段使ひ方がjMj題と

なるので割愛し，一般に;蓄電池が使1士れJて居ょうから蓄電池を11象にナれば6V;3UA.H.位。小型

なもワでも毎月 1聞の充電で充分であらう o 元来蓄電池は使用中でなくとも月 1回つ充電を遇策J:

ナるとと L釣Jmしてζの程度の電気の消費は問題?とならない傑にJ忠ふ。 )32回の充電を必要とナるJ

消費量でも苦にならないであらう o ¥ 

火花:火花。設生ナる~7)二弐電墜は電流D援化に比例し，火花の規模，も電流の強さに比例ナる

から火花5芝生:0好ましくないとの場合問j作電流なー弱い程都合がよい。克も関係電路で lA位迄なら

ば殆ど完3訟に火花;士、消去出来る様になったから問題でないとも云へる o

E書留磁気:前に述べた次第で弱いζ とが望ましいが，元来適切危素材を用ふべきもので問題外と

も云へよう。

接結ひ消耗:火活乃長生して居るJ定期。消耗は格設に酷い7)で別問題として，火花。認められな

い援黙に於いても偽電気的た消耗δ行ばれる所謂移時現象ば不可避であるふとの消耗ぼ矢琴P電流

中相関ずるから弱い方がよい詳である。然しとの消耗ぼ火花陀因るものに較ぺて何分微々たるもの

すあるから心羽はいらだいおも知れないが，長い同には相笛な荒れが接結.こ起、わ按溺が不確貨に

- 40 ・ー



ト一一

‘r 

製i作 僚件

地麗計刻時用電磁石の改良一一酒井乙彦 41 

なると共、!と銀以外の接貼では分泌物

が電気の高抵抗D魚陀電路へとの抵

抗が直列に入ることになる諮で，電

流を筒Lし働作が不確貨となる原因に

なる。

繕電器:一般に使はれて居る有極

繕電器は比較的鋭敏である反面，断

絞電流の強弱;己よ D鋭敏さが異なり

ー強い程感度が劣化した如く{動作し，

もime-lag も不定になるo そ:れ故断

続電流は弱い程望ましく，火花さへ

消去してやれば、談黙の勤きは一般に

軽快となり， time-lag は小さく且

つ一定であり地震観測上茜だ好都合

である。

以上の諸鮪から矢張り働作電流は

弱い程好ましく，此皮充分で、はない

が 100mA(1.5V)位で{動作し且つ浅 f

留磁気も少ないワヰーヘルト式及び

マ守ンカ式隔地震計の電磁石を製作

し，賞際に使用して大飽満足ナる結

果を得たので級告ナる失第である G

との改良電磁石は電磁石Dみの改忠で、勤銭片部分共他にはj締礼て居たい。従而電磁石Yコ形や大き

きは{!駅受け，一見同一物D様で能卒丈け翠げたとと作為?初斗に理想的なものが得られ Lば

兎It角，大館何蕗ででも容易に得られる物を用ひ，拙述に依れば誰にでも製作出来る様にした。

電向島係。 1 働作電流刀強さ:形を大きく出来れば 5叫位制限，可動線輪型の高能率

の物司動銭片Zコ戻る力il.最小限度がある:m使へそうも怠いD それ故前述3失第より 100mAと抑え

た。 dでも約 0.2ワットに過ぎない。

2.芦源:蓄電池を用ひ 6Vの電麿で使ふならほ至極容易であるが数蓋刀地震計D場合接黒みにか

L神 域 数倍となり改良にたられo 他面，一二酌地震計ならば蓄電池より乾電池の方が有

利?とな(ることがあるから乾電池 1個で働{乍Tるものを過賞とした。斯く Tれば蓄電池。場合4塞迄
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、夕、

直列に入れで 100mAで使ぶととも出来る。

3.抵一抗?土述電源色電流から決定されるが，訟で注文があるのは，乾電池が老衰しでも1.4V

迄は使へ，接貼の接燭低抗が 0.5n迄詐され，導線抵抗が 0.5.fl(約 10米の距離を 0.8粍導線

で結ぶ)迄充分とナれば， 100mAθ電流を得るには 13!!以上あってはたi:.0ない都合に捻る。

各き/数

電磁石の力ば銭接を同ーとナれば各き数と電涜Zコ強さとの積(アンペア・ターン)に際ずるから，

との積を幾何に踏めばよいかの問題となる。今迄ワものは本来幾何であったか不明，銭核が遼ひ，

外部にも参考と怠る資料は無し勝手に 150""'200 と踏んだ。従而巻数は 2000，窓枠が 2個であるか

ら1筒に1000回である。

E 

B. S. 近 'm 1 米首り近似値。 1 極官り

者予 続
直 径

抵抗|重量 Irt~~) …" Iご 明 | ご 重 綿 巻(粍) (オーム)I (瓦) 線 線線

15 1.4.5 0.01 14.67 4.0 一 一 一
18 1. 01 0.02 7.32 2.0 一 一 一
20 0.81 0.03 4.60 1.3 一 ー， 一
24 0.51 0.08 1.82 0.5 18 17 〆 14 '-
25 0.45 0.11 1.44 0.35 20 18 15 

26 OAO 0.14 1.15 0.30 23 20 16 

27 0.36 0.17 0.91 0.25 ，25 22 17 
4 

28 〆 0.32 0・21 0.72 、0.20 27 23 19 

29 0.29 0_27 0.57 0.17 20 25 20 

30 0.25 0.34 0.45 0，14 34 28 22 

翁き線の太さ

臓の名数vて因るおと最大許容抵抗値とから定まる()'阪の駄参考掛から B.S.27袖と

推定し 0.35粍エナメル線そ用いたが結果ぽ 15""'1 6s とたり僅乍ら窓枠に徐裕が出たから ~.S.

26番の方が良かったので悦ないかとお"':lJJ肢は関係のおるものを抜草したものて、各数以船標

準傑軟銅線で普jill.の'エナメル級(太い方は屋内配線の類)に適用出来ょう。近頃のヰナメル測は多

少細目の出来上りでエナメ峨覆の厚さほ 5μ 位，直径にして 0.01粍増じの様であるo 1出kJ~ 
の初も示したから谷弘の大きさから締怠数及び平均一周かち各線の総長も推定出来よう o I 
銭核の関.係 、 j 

直流であるから残留磁気，磁気抵抗，形J状に就いて靖ナれば充分と思ふ。 I
1.残留磁気:残留磁気の全くたい素材はたいで、あらうが，茨素を可及的合またいもCdljへば

純銭=瑞典チャーコ-;:-}]....銭)とか 30% コバルト鋼が理想の模様で、ある。然し入手困難たの台比較

的小さいと稀ばれる珪素鋼を用ひるととにした。とれ陀も専ru拍司には種類が多い様で、ある 7J~i主上鑓

麿器の焼げた銭該 (0.35粍碓素鋼板1 を使?た勺渦流損は起らない川板である必要問、，~~入手
- 42ーー ・ ! 
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容易なものはラジオ等の鐙m器用銭核に限定されて了ふ。
. 
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2. 磁気抵抗: 素材が決ったから銭訟の磁気飽和と銭該が繕いである場合は檎目の間際乃至

Narrow pathて就いて考慮すれば、足りる。断面積士PJT妥D磁気lで、飽手口しなければよい諮であるが

許せる限り大きい程よく，動餓 Jt に~{~;:3 し磁極が大き過ぎる場合は角を取る様 lて60度以内の角度で、絞

ればよ li、b 縫目は密清せき或は Narrowp'ath rてならない様注ぷナるとと。若しf1r.:隙とか Narr()w

pathが出来るとその距離丈け致銭片と磁極D聞が13したのに相応し(大陸鍛刀 1000倍，珪素銅な

ら約 6000j音。)磁気抵抗となる。

3.形j伏闘の如きもので、断固を正方形にしたwgiζ特徴がある。正方形断面は同断面積中最も

能率がえいそうであるo 断面積は何分 0.2--0.:5ワット程の小さいもので参考資料なく質験も出来

ず，結局在来り{直に準じ多少大きくしたに過ぎない。在来の電磁石;つ連絡部は比較的薄い板で、車な

Q連絡物。如く磁気飽和の良があるが，今度は此の部分を大きくし電磁石取附枠を粂ねさせた。と

り潟取附けが在来のと異なり相応な込み物を要し，且つ在来のネヂでは短おくて使へな心から新に

長いもの (2.5*JiIT位)を用ぷしなくてはならぬら

'製作に就いて

し餓核0千rm型を厚紙で、造り，之で珪素鋼板をはがき鍛錬で所要刀枚数を切抜き，問面が正方

形になる枚数を一諸にして銭で化粧仕上げナる'0 取[)Hけ用ネヂ穴と動鎖片のブfイド用穴も穿つ叱

2.ーとの該;t-JC;てして丈夫な紙を三重位巻き，聞をセメ、ンダインの如きをもって事合せる様にじ

核から抜:('-て固化ずるを持つ。厚さ 3 粍位のベークライト板でi西宮に縁を作り雨縁が可及!'I'~平行Hえ

にi活者?セメンダイン附けナーる。片方の縁。雨陥へ小穴を穿ち谷線の端子を治る様にナると具合が

よ.1i ~ó

3.泌を捲くにはパラ容より整然と而も成層)伏に捲上げ，局LれたIf寺仕満々 厚い紙を挟む。:とれを

鍛核へ差込み建極の往生?を関連立ないj;長;己雨被iji~J を述絡ナる(同じ各き方ならば巻き初Uと各書初

め，或ば怒りと移りを迩絡ナればよい)。

何分素人のエ作なので出来kりは極くまずいが・i笠fiEは大怪奇「差。物が得られ， 1.5V80mA位か

ら働き初め 100""120 mAで古在貨とたるn 本塞では 9蚕ο地震計を 3群;と分ち 3塞づ、つrn列にして

刻i寺し，電流は合計 400mA以ドであるb 3--4塞ならば全部直列に入れ，地震計用として特別に

電源を用意せず気象観測用の物とー絡にナれば よい。(昭和 24年 4月 15日)
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